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No.452人権・部落問題シリーズ

新聞記者が差別事件の取材で経験し学んだことを通
して、「人権を守ること」「人権が守られること」の大切
さを学びます。
日時　７月９日（土）／ 14時（開場13時30分）
会場　文化会館大ホール
講師　河野潤一郎さん（西日本新聞記者）

同和問題を解決するために
　「同和問題は、誰も教えなければ自然になくなる」と言う人がいます。しかし、SNSでは、同和問題に関し
て差別意識を持つように誘導する悪質なデマが流されています。ネット上に一度流れた情報を完全に消すこ
とはできません。もし同和問題を正しく知らないままそのような情報に触れてしまうと、それが真実だと勘
違いして、いつまでも差別や偏見が続くことになります。
　同和問題を正しく知り、偏見や差別的な言動・ネット上の誤った情報に同調することなく、差別や人権侵
害をなくすために行動しましょう。

同和問題・部落差別とは
　同和問題とは、「同和地区に住んでいる」「被差別部落の出身
である」という理由で、社会から心理的にも実態的にも差別さ
れ、日本国憲法で保障されているはずの基本的人権が侵害され
ているという、今もなお日本が抱える深刻な人権問題です。近
年では、インターネット上に被差別部落への誹謗中傷が書き込
まれたり、差別意識を助長する悪質な動画が公開されたりする
など、新たな差別行為も出てきています。
　こうした動きを受け、国は、平成28年に部落差別の解消を目的とした「部落差別解消推進法」を制定して
います。市も、平成７年に制定した「小郡市部落差別撤廃・人権擁護に関する条例」を平成30年に改正し、
部落差別の解消に向けた教育・啓発に取り組み続けています。

　福岡県と県内各市町村は、同和問題の早期解決をめざして７月を『同和問題啓発強調月間』と定め、
部落差別を無くす取組を実施しています。

「社会を明るくする運動」は、全ての国民が、犯罪や非行の防止と更生について理解を深め、それぞれの立場で力
を合わせ、犯罪や非行のない安全で安心な地域社会を築くための全国的な運動です。
「社会を明るくする運動」がめざす“立ち直り支援の輪”に、ぜひ参加してみませんか。

自らの過去と向き合い、罪
を償って立ち直ろうとしてい
る人たちへのご理解を、よろ
しくお願いします。

７月は同和問題啓発強調月間です

生きづらさに寄り添い、立ち直りを支援する方法はさまざま

理解を深め、
見守る 立ち直り応援基金は、一口1,000

円からインターネットで誰でも気軽
に寄附できます。
寄附金は、全国の草
の根の立ち直り支援活
動に大切に使われてい
ます。

寄附で応援

法務省保護局の
ツイッターやイン
スタグラムなどで、
立ち直り支援に関
するさまざまな発
信をしています。ぜひチェックしてみてください。

SNSを
フォロー拡散

保護司は、犯罪や非行をした人
の立ち直りを地域で支えるボラン
ティアです。
地域の実情をよく理解し、保護
観察官と協働して、保護観察を受
けている人への指導や助言を行い、
受刑者などが社会復帰する環境へ
の働きかけを行ってい
ます。全国に約47,000
人います。

立ち直りを一番近くで
見守る保護司

犯罪や非行をした人の立ち直
りには、「働くこと」が大変重要
です。
協力雇用主は、犯罪や非行をした人の自立
や社会復帰に協力することを目的として、彼
らを雇用しようとする事業主です。

「就労」と「見守り」の
両方を担う協力雇用主

学ぼう
　差別のない社会をめざして
つながろう
　だれもが笑顔でいられる社会にむけて

小郡市同和問題市民講演会
差別と向きあって～取材から見えた人権問題～

人権・同和教育課　☎72-2111問

入場無料
申込不要

人 権

新聞記者
×

子ども育成課医療・手当係　☎72-2111問

【保護司･協力雇用主について】　福岡保護観察所　☎092-761-7781

＃生きづらさを、生きていく。

＃立ち直り
　応援基金

＃社明71
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